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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

せとうち
広報

鹿児島県大島郡瀬戸内町 10月15日（日）古仁屋十五夜i

まちの人口と世帯　平成 29 年 8 月末日現在
人口
9,026 人（ 前月 -13）　

人口（男）
4,363 人（ 前月比 -8）

人口（女）
4,663 人（前月比 -5）　

世帯数
5,231 戸（ 前月 -8）　

月号10 平成 29 年

特
集　

第
20
回
瀬
戸
内
町
総
合
防
災
訓
練
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平成 29 年度　第 20 回瀬戸内町総合防災訓練を開催

平成 29 年 8 月 27 日（日）に奄美大島近海を震源とする強い地震を想定した、「平成 29 年度第 20 回瀬戸内
町総合防災訓練が請阿室で行われ、請阿室集落、池地集落の住民が参加しました。

初期消火訓練 避難誘導訓練

非常食炊出し訓練救護訓練
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奄美ドクターヘリ場外離着陸場についてのお願い

瀬戸内町消防団入団者募集中

瀬戸内町内における奄美ドクターヘリ場外離着陸場一覧

　

場
外
離
着
陸
場
は
、
空
港
等
以
外

の
場
所
に
お
い
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
離
着
陸
を
行
え
る
場
所
と
し
て
所

有
者
の
許
可
を
得
て
申
請
し
、
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
瀬
戸
内
町
で
は

現
在
28
箇
所
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
平
成
28

年
12
月
の
運
航
開
始
か
ら
瀬
戸
内
町

内
に
お
い
て
41
件（
７
月
24
日
現
在
）

の
救
急
搬
送
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
医
療
用

機
器
を
装
備
し
、
救
急
医
療
専
門
の

医
師
と
看
護
師
が
搭
乗
し
て
、
現
場

等
で
速
や
か
に
治
療
を
実
施
し
、
短

時
間
で
病
院
へ
収
容
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
救
急
患
者
の
救
命
率
向

上
、
後
遺
症
の
軽
減
等
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
指
定
し
て
い
る

場
外
離
着
陸
場
へ
車
両
等
の
侵
入
・

駐
車
等
が
あ
る
と
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
離
着
陸
で
き
な
く
な
り
、
他
の
場

外
離
着
陸
場
を
選
定
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
搬
送
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
指
定
場

外
離
着
陸
場
に
お
い
て
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ただいま瀬戸内町消防団では入団員募集中です！！
　入団資格者は，本町に在住する１８歳以上で身体
強健の方です。消防団に入団し大切な家族や友人、
知人を共に火災や災害から守りましょう！！
　女性消防団員も、救命講習や防火訪問などまちを
守るために活躍しています。

　少しでも興味を持った方や熱い志を持たれた方
は、知り合いの消防団員、もしくは瀬戸内消防分署
警防非常備担当までお問い合わせください。

■お問合わせ先
瀬戸内消防分署警防非常備担当
☎ 0997 － 72 － 1190
ＦＡＸ：0997 － 72 － 1192

No 地区 名称 No 地区 名称

1
実久地区

瀬相港（西側） 15

古仁屋地区

大湊港（南側芝生地）
2 三浦ヘリポート 16 古仁屋漁港施設野積場用地
3

鎮西地区
伊子茂港（南側） 17 海の駅緑地公園

4 秋徳小中学校（校庭） 18 海上自衛隊奄美基地分遣隊
5 生間港（西側） 19 清水公園陸上競技場
6

請島
請阿室港（西側） 20 手安ヘリポート

7 池地港（西側） 21 東方地区 ホノホシ海岸広場
8 請島ヘリポート 22

西方地区

油井小中学校（校庭）
9

与路島
与路港（西側） 23 篠川小中学校（校庭）

10 与路小中学校（校庭） 24 久慈小中学校（校庭）
11 与路ヘリポート 25 久慈漁港
12

古仁屋地区
古仁屋小学校（校庭） 26 旧管鈍小中学校グラウンド

13 古仁屋中学校（校庭） 27 西古見港
14 古仁屋高校（校庭） 28 西古見イケド桟橋

■町内の場外離着

陸場についてのお

問い合わせ先

大島地区消防組合　

瀬戸内消防分署

☎ 0997-72-1190

瀬戸内町役場

総務課消防防災係

☎ 0997-72-1111



広報せとうち　　4

平成 28 年度　瀬戸内町　決算の概要
平成 28 年度の決算額は、一般会計が歳入 93 億 6,961 万円、歳出 88 億 5,110 万円。
特別会計が歳入 46 億 6,000 万円、歳出 45 億 9,009 万円。
合わせた実質収支では、5 億 3,298 万円の黒字となりました。

公
共
施
設
建
設
事
業
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
が
減
少
！

　

平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る

収
支
状
況
は
、
前
年
度
に
比
べ

約
４
千
７
百
万
円
の
減
額

①
一
般
会
計
は
、
総
務
費
と
公

債
費
で
決
算
額
が
増
加
、
災
害

復
旧
費
で
は
減
少

　

公
共
用
地
取
得
や
、
奄
美

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
拡
張

事
業
負
担
金
等
に
よ
り
、
総

務
費
が
２
億
５
千
２
百
万
円

増
加
、
借
入
金
の
繰
上
償
還

な
ど
に
よ
り
、
公
債
費
が

２
億
９
千
４
百
万
円
増
加
、
災

害
復
旧
費
が
１
億
５
千
３
百
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
普

通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、

６
千
６
百
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
特
別
会
計
は
現
状
維
持

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
各
特

別
会
計
に
お
い
て
赤
字
決
算
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も

赤
字
を
出
さ
な
い
財
務
運
営
に

努
め
ま
す
。

区分 歳入総額
(A)

歳出総額
(B)

歳入歳出差引額
C（A - B） 繰越財源（D） 実質収支

（C - D）

一般会計 9,369,615 8,851,098 518,517 45,453 473,064

特
別
会
計

巡回診療 273,051 272,465 586 586

国保事業 1,782,710 1,777,495 5,215 5,215

国保直診 16,403 16,196 207 207

介護保険 1,562,496 1,518,706 43,790 43,790

後期高齢者医療 108,759 107,277 1,482 1,482

屠畜場 1,779 1,779 0 0

船舶 631,410 618,405 13,005 10,000 3,005

上屋 2,482 2,482 0 0

農業集落排水 22,634 19,847 2,787 2,787

簡易水道 258,273 255,433 2,840 2,840

特別合計 4,659,997 4,590,085 69,912 10,000 59,912

一般会計 + 特別会計 14,029,612 13,441,183 588,429 55,453 532,976

単位：千円一般会計及び特別会計決算額

水道事業会計 収入総額
(A)

支出総額
(B)

収入支出差引額
C（A - B）

収益的収支 160,739 126,610 34,129

資本的収支 0 38,188 △ 38,188

収支 [ 一般 + 特別 ] の黒字減

27 年度　580,440 千円
28 年度　532,976 千円
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実
質
収
支
額
及
び
基
金
「
貯
金
」
の
推
移
（
Ｈ
19
～
28
の
10
年
間
）

「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
」

４
指
標
と
資
金
不
足
比
率

　

過
去
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
20
年
度

に
悪
化
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
財
政
状
況
は

平
成
25
年
度
に
か
け
て
持
ち
直
し
、
現

在
は
良
好
な
状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す

が
、
一
般
会
計
実
質
収
支
は
３
千
１
百
万

円
の
減
額
、
特
別
会
計
実
質
収
支
は

１
千
６
百
万
円
の
減
額
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
収
支
を
合
算
し
た
連
結
収
支
に

お
い
て
も
４
千
７
百
万
円
の
減
額
と
な

り
、
財
政
状
況
の
回
復
傾
向
の
勢
い
が
衰

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
は
、

２
億
９
千
２
百
万
円
の
増
額
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
も
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ひ
と
た
び
大
規
模
自
然

災
害
が
発
生
す
る
と
復
旧
に
は
多
大
な
財

源
を
要
し
ま
す
の
で
、
十
分
な
備
え
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
今
後
の
大
型
公
共
事
業

実
施
や
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
既
存
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
財
源
の

確
保
は
引
き
続
き
必
要
と
な
り
ま
す
。　

財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
維
持
管
理
基

金
が
そ
の
財
源
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

継
続
し
て
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
の
上
、

さ
ら
に
基
金
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

（
４
指
標
）
の
う
ち
該
当
す
る
実
質
公
債
費
比
率

と
将
来
負
担
比
率
は
、共
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
後
、
新
規
建
設
事
業
や
、
大
規
模
な

施
設
建
替
え
事
業
、
老
朽
化
対
策
に
伴
う
大
規
模

な
補
修
・
改
修
な
ど
の
計
画
が
あ
り
、
か
か
る
経

費
は
膨
大
と
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
地
方
負
担

分
の
財
源
と
し
て
地
方
債
（
借
金
）
が
増
え
る
と
、

４
指
標
は
悪
化
し
、
財
務
運
営
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
全
体
の
資
産
再
構
築
に
お
い
て
は
、
長
期

的
視
野
で
計
画
的
に
取
り
組
み
、
事
業
を
平
準
化

す
る
こ
と
で
財
務
の
悪
化
を
回
避
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率

　

該
当
す
る
企
業
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
。

単位：％財政健全化判断比率４指標

指標 H28 H27 増減（改善度） 備考

実質赤字比率 － － － 14.87

連結実質赤字比率 － － － 19.87

実質公債費比率 10.2 10.5 0.3 改善 25.00

将来負担比率 35.6 58.9 23.3 改善 350.00

財政健全化判断比率…公営企業等を
含めた負債（赤字）全般にわたる財
政情報を分かりやすく開示し、早期
是正につなげる目的で平成 19 年 6
月に制定された指標です。
実質赤字比率、連結実質赤字比率
普通会計（一般 + 巡回）や全会計
における実質赤字額の標準財政規模

（行政サービスを提供するのに必要
な一般財源：本町の場合、約50億円）
に対する比率。
実質公債費比率…借入金返済の大き
さを指標化し、財政負担を見るため
の比率です。
将来負担比率…借入金や将来支払い
が見込まれる負債分を指標化し、将
来の負担を示す比率です。
資金不足比率…利用料等の収入に対
する資金不足額の割合。20％を超
えると経営健全化計画策定が義務づ
けられる。 ※１　備考は、早期健全化団体の基準となる数値

※２　「－」は、黒字のため「該当なし」表記です。

-1,200,000
-900,000
-600,000
-300,000

0
300,000
600,000
900,000
1,200,000
1,500,000 一般会計実質収支

特別会計実質収支
連結収支
財政調整基金

H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19 （年度）

（単位：千円） 637,552 740,671 1,408,641

125,368 ※数値は、各項目のピーク時の金額

用語解説



☑10月のお知らせと情報

広報せとうち　　6

世
界
自
然
遺
産
せ
と
う
ち
町
推
進
委
員
会

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎ 0997 － 72－ 3799

　

委
員
会
は
、
自
然
環
境
の
保

全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行

い
、
関
係
団
体
等
と
協
力
連
携

し
て
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
り
「
奄
美
大
島

世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
誘
致
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
25
年
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
は
副
町
長
が
務
め
、

副
委
員
長
に
総
務
課
長
、
各
関

係
課
長
が
委
員
、
各
関
係
課
長

補
佐
が
推
進
員
と
し
て
構
成
さ

れ
、
年
２
回
の
全
体
会
を
実
施

し
、国
・
県
の
動
き
、共
通
課
題
、

各
課
の
取
り
組
み
状
況
、
情
報

の
共
有
等
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
世
界
自

然
遺
産
せ
と
う
ち
町
推
進
室
を

中
心
に
定
例
会
（
月
１
回
）
を

瀬
戸
内
町
物
品
等
に
係
る

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

　

瀬
戸
内
町
が
発
注
す
る
物
品

の
購
入
等
に
係
る
競
争
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
申
請
し
入
札
参
加
資
格
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
下
記
の

方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

随
時
受
付

■
受
付
場
所

　

財
産
管
理
課　

管
財
係

■
申
請
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（「
産

業
・
仕
事
」
→
「
産
業
」
よ
り

検
索
）

　

ま
た
は
、
財
産
管
理
課
管
財

係
で
申
請
様
式
を
受
取
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
資
格
登
録
期
間

①
町
内　

平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
（
平
成
29
年
度
）

②
町
外　

平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
（
平
成
29
・
30
年
度
）

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
観
光
ガ

イ
ド
、
奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協

会
事
務
局
長
を
ゲ
ス
ト
と
し
て

招
聘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や

課
題
、
要
望
な
ど
の
情
報
共
有

や
課
題
解
決
に
向
け
て
の
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
も
商
工
会
関
係
者

や
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
、
宿
泊
業

者
等
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
聘

し
、
意
見
交
換
を
行
う
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
ま
っ
た
な
し
！
世

界
自
然
遺
産
！
！
～
で
き
る
こ

と
を
本
気
に
な
っ
て
実
践
し
よ

う
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
チ
ー
ム

せ
と
う
ち
」
官
民
一
体
と
な
っ

て
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

10
月
の
お
知
ら
せ
と
情
報

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　財産管理課　管財係☎ 0997 － 72 － 1196

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山☎ 080 － 8367 － 5976
「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
開
催

出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い
わ

～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮

野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
と

地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
作
り
を

行
い
、住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地
元

の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨
類
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程 　

平
成
29
年
10
月
15
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農
協

倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ
き

あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、
赤
し
ょ

う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
な
が

む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
、
奄
美
は
な
は
な
エ
ー

ル
等

■
備
考　

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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瀬
戸
内
町
が
発
注
す
る
物
品

の
購
入
等
に
係
る
競
争
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
申
請
し
入
札
参
加
資
格
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
法
人
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
下
記
の

方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

随
時
受
付

■
受
付
場
所

　

財
産
管
理
課　

管
財
係

■
申
請
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（「
産

業
・
仕
事
」
→
「
産
業
」
よ
り

検
索
）

　

ま
た
は
、
財
産
管
理
課
管
財

係
で
申
請
様
式
の
受
取
り
。

■
資
格
登
録
期
間

①
町
内　

平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
（
平
成
29
年
度
）

②
町
外　

平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
（
平
成
29
・
30
年
度
）

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎ 0997 － 72 － 1112
　

原
則
と
し
て
２
日
間
受
講
で
き
る
方
（
１

日
の
み
で
も
可
）　

■
開
催
日
時

10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

10
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

大
島
支
庁
４
階
大
会
議
室

■
講
座
内
容

▽
10
月
21
日
（
土
）

①
デ
ー
タ
で
読
み
取
る
鹿
児
島
県
男
女
共
同

参
画
の
現
状
と
課
題

②
男
女
共
同
参
画
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

③
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方

④
男
女
共
同
参
画
と
人
権

▽
10
月
22
日
（
日
）

①
「
私
」
を
振
り
返
り
「
私
」
に
出
会
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

② 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
男
女
共

同
参
画

■
申
込
方
法

　

瀬
戸
内
町
役
場
ま
た
は
寄
り
合
い
処
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
in
奄
美
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
は
、
契
約
を
結
ん
だ
日
か

ら
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
役
場
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

■
事
後
届
出
制

■
届
出
者

　

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
）

■
届
出
に
必
要
な
土
地
取
引

　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲

渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
現
物
出
資
、

共
有
持
分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃

借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結

権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡
、
信
託
受

益
権
の
譲
渡
、
地
位
譲
渡
、
第
三

者
の
た
め
に
す
る
契
約

■
土
地
取
引
の
規
模

①
市
街
化
区
域　

２
千
㎡
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域

５
千
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
万
㎡
以
上

■お問合わせ先　企画課　産業立地係☎ 0997 － 72 － 1112 毎
年
10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　

瀬
戸
内
町
民
な
ら
ど
な
た

で
も
「
作
品
展
示
・
舞
台
発

表
」
が
で
き
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
文
化
活
動
に
取

組
ん
で
い
る
そ
の
成
果
を
発

表
し
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
期
日　

平
成
29
年
11

月
15
日
（
水
）
～
19
日
（
日
）

（
１
）
作
品
展
示
発
表

平
成
29
年
11
月
15
日
（
水
）

～
19
日
（
日
）

（
２
）
舞
台
発
表

平
成
29
年
11
月
19
日
（
日
）

■
開
催
場
所　

瀬
戸
内
町
清

水
公
園　

総
合
体
育
館

■
発
表
内
容

（
１
）
作
品
展
示
の
部

　

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
書
道
、

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
、

工
芸
、
陶
芸
、
民
芸
品
、
生

花
、
写
真
、
盆
栽
な
ど

（
２
）
舞
台
発
表
の
部

　

三
味
線
、
島
唄
、
新
民
謡
、

合
唱
、
独
唱
、
器
楽
合
唱
、

独
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞
、

琉
舞
、
創
作
舞
踊
、
社
交
ダ

ン
ス
、
詩
吟
、
ピ
ア
ノ
な
ど　

（
３
）
郷
土
芸
能
の
部

　

各
地
区
（
集
落
）
芸
能
な

ど■
申
込
先　

瀬
戸
内
町
文
化

協
会
事
務
局
（
瀬
戸
内
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

■
申
し
込
み
締
切
期
日

（
１
）
舞
台
発
表

平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）

（
２
）
作
品
展
示

平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

※
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
文

化
協
会
事
務
局
・
公
民
館
・

図
書
館
へ
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
質
問
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な
く

文
化
協
会
事
務
局
へ
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
41
回
瀬
戸
内
町
文
化
祭
の
「
作
品
展
示
・

舞
台
発
表
」
出
演
者
を
募
集
し
ま
す

■お問合わせ先　瀬戸内町文化協会事務局（教育委員会社会教育課内）
　　　　　　　　☎ 0997 － 72 － 2905　Fax 0997 － 72 － 3434
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■お問合わせ先　奄美若者サポートステーション☎ 0997 － 54－ 0001 働
き
た
い
を
支
援
！

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
が
開
設
し
て
い
る
、
奄

美
市
名
瀬
長
浜
町
の
奄
美
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
通

称
サ
ポ
ス
テ
）
に
よ
る
相
談
会

が
、
10
月
13
日
（
金
）
か
ら
瀬

戸
内
町
古
仁
屋
で
毎
週
金
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

様
々
な
事
情
で
働
く
こ
と
に

不
安
の
あ
る
15
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
方
及
び
ご
家
族
の
方

　

相
談
は
、
前
日
ま
で
に
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

■
相
談
場
所

　

せ
と
う
ち
物
産
館
１
階

■
支
援
内
容

職
業
適
性
検
査
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
求
職
の
仕
方
、
履
歴
書

の
書
き
方
、
面
接
の
仕
方
等
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■お問合わせ先　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111 行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

行
政
相
談
週
間
10
月
16
日
（
月
）

～
22
日
（
日
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、登
記
、

年
金
、
道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
国

の
役
所
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

疑
問
・
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委

員
は
、皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
、

役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関

係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

海
の
駅　

１
階
ロ
ビ
ー

■
行
政
相
談
委
員　

嘉
原
篤
己　

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎ 0997 － 72 － 3799 町
立
図
書
館
・
郷
土
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

■
日
時

　

平
成
29
年
10
月
29
日
（
日
）　

午
前

９
時
～
午
後
８
時

※
10
月
29
日
は
、
午
後
８
時
ま
で
開
館

し
ま
す
。

■
場
所

　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館

■
内
容

▽
午
前
９
時
～

　

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
（
古
雑
誌
や
本

の
再
利
用
）
一
人
５
冊
ま
で
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。

▽
午
前
10
時
～

　

大
事
な
１
冊
コ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

▽
午
後
１
時
～

　

閉
架
書
庫
見
学
会

▽
午
後
３
時
～

　

雑
誌
付
録
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

　
　
（
貸
出
冊
数
10
冊
で
応
募
券
１
枚
）

▽
午
後
４
時
～

　

夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト　

▽
午
後
４
時
30
分
～

　

み
ん
な
で
「
ブ
ラ
コ
ニ
ヤ
」

　

～
そ
の
準
備
運
動
～

船舶臨時乗務員を募集します
「フェリーかけろま」の乗務員を募集します。

■乗務員　若干名
■対象　長期就労が可能な方。※船員経験者大歓迎。海技士免状資格者優遇！
※ご希望の方は、電話連絡の上、履歴書をご郵送ください。
※詳細については、下記へお問合せください。
■お問合わせ先　〒 894-1503　瀬戸内町古仁屋大湊 26-14
　　　　　　　　商工観光課　船舶交通係☎ 0997 － 72 － 4560
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10
月
25
日
～
27
日
の
３
日
間
、
厚
生
連
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

■
受
付
時
間　

10
月
25
日
、
26
日
は
、
７
時
30

分
～
10
時
ま
で

10
月
27
日
の
み
８
時
～
10
時
の
受
付
（
職
場
健

診
実
施
の
為
）

■
場
所　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー（
役
場
横
）

■
健
診
内
容　

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
、
胃
が

ん
検
診
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
査
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
査
、
心
不
全
リ
ス
ク
検
査

■
料
金

①
特
定
健
診　

１
千
円

②
長
寿
健
診　
　

無
料

③
各
種
が
ん
検
診　
　

６
月
頃
に
配
布
し
た
黄

色
の
け
ん
し
ん
日
程
表
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
対
象
者
に
は
事
前
に
受
診
券
を
送

付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
以
上
の
方
は
、
直
接
健
診
会
場
へ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
問
診
票
の
記
入
を
し
て
お
く
と
、
当

日
健
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

　

10
月
中
旬
よ
り
保
健
福
祉
課
に
て
問
診
票
の

配
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」
と
は

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、
乳
が
ん
の
早

期
発
見
・
治
療
の
重
要
性
を
伝
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。乳
が
ん
は
、

女
性
が
一
生
の
う
ち
で
一
番
か
か
り

や
す
い
が
ん
で
す
。

　

早
期
治
療
で
95
％
以
上
が
治
癒
し

ま
す
。
40
歳
以
上
の
方
は
一
年
に
一

度
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

※
町
内
在
住
40
歳
の
女
性
の
み
、
今

年
度
中
は
病
院
で
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。（
紛
失
等
さ
れ
た

方
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
中
に
役
場
ロ

ビ
ー
に
て
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

　

役
場
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
乳
が

ん
に
よ
る
死
亡
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
込

め
て
ツ
リ
ー
に
ピ
ン
ク
色
の
リ
ボ
ン

を
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1068

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1068

厚
生
連
健
診
を
実
施
し
ま
す

10
月
は
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
月
間
で
す

4 人に 1 人

5 人に 1 人

32 分に 1 人

3 時間に 1 人

3 時間に 1 人

36 分に 1 人

→　糖尿病になっています

→　糖尿病で新たに医療機関に通院しています

→　糖尿病が原因で新たに透析が導入されています

→　糖尿病により視覚障害になっています

→　糖尿病が原因で足を切断しています

→　糖尿病が原因で死亡しています

まずは、自分の身体の状態を知る事が大事です。1 年に 1 回は特定健診を受けましょう！

糖尿病は誰もがかかる病気、成人の約 4 人に 1 人が糖尿病もしくは糖尿病予備軍です！
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■お問合わせ先　保健福祉課　保健福祉係　碩・山元☎ 0997 － 72 － 1068 大
島
児
童
相
談
所
に
よ
る

巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

10 月休日当番医予定表

日付 当番医 診療時間

10 月１日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

10 月 7 日（土） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

10 月 8 日（日） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

10 月９日（月） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

10 月 14 日（土）いづはら医院
72‐3307 通常診療 午後

10 月 15 日（日）いづはら医院
72‐3307 午前 午後

10 月 21 日（土）瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

10 月 22 日（日）瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

10 月 28 日（日）へき地診療所
72‐3211 午前 午後

10 月 29 日（土）へき地診療所
72‐3211 午前 午後

■診察時間

午前：午前９時から正午まで

午後：午後２時から午後５時まで
※「通常診療」の時間は、各医療機関で異
なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合がありま
すので、事前に各医療機関にお問い合わせ
ください。

■日頃から何でも相談できる「かかりつけ
医」を持ち、早めの受診を心がけましょう。
■夜間の診察は、かかりつけ医にご相談く
ださい。
■救急車については、救急隊が搬送先を選
定します。

平成 29 年

　

奄
美
市
名
瀬
の
大
島
児
童
相
談
所

の
専
門
職
員
に
よ
る
、
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

・
施
設
に
通
わ
せ
た
い

・
子
供
の
不
登
校
に
悩
ん
で
い
る

・
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
知
り
た
い

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
更
新

・
療
育
手
帳
の
更
新
・
申
請

・
子
ど
も
の
発
育
が
気
に
な
る

な
ど

　

お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

相
談
は
、
事
前
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

10
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
上
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

①
平
成
29
年
10
月
 24
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

②
平
成
29
年
10
月
25
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

瀬
戸
内
町
役
場　

４
階
委
員
会
室

男の家庭菜園 in 薩川を開催します

参加者募集！

■開催日程　10 月 20 日（金）午前 10 時～正午
■場所　薩川公民館
■対象者　加計呂麻島在住で 30 歳以上の男性
■参加費　食事代 300 円
■内容　①プランターで育てられる野菜の苗植え
　　　　②レトルト食品を利用した軽食
　　　　③ミニ健康相談
■お申込み先　保健福祉課　保険給付係　
☎０９９７－７２－１０６８　（西田・田村）
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■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

保
険
料
を
納
め
る
の
に
お
困
り
な
ら

国民年金の保険料を納めるのが難しい方に知ってほしい

制
度
①
経
済
的
に
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
方
に
「
申
請
免
除
」
制

度
　

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
難
し
い
と
き
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

※
審
査
対
象
者
：
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主

※
承
認
期
間
：
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

期
間

※
審
査
は
年
度
単
位
（
７
月
～
翌

年
６
月
）
で
行
い
ま
す
。

制
度
②
50
歳
未
満
の
方
に
「
納
付

猶
予
」
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
（
学
生
以
外
）

で
、
働
い
て
い
な
い
な
ど
の
理
由

で
生
活
に
余
裕
が
な
い
場
合
、
保

険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
審
査
対
象
者
：
本
人
（
50
歳
未

満
・
配
偶
者

※
承
認
期
間
：
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

期
間

※
審
査
は
年
度
単
位
（
７
月
～
翌

年
６
月
）
で
行
い
ま
す
。

制
度
③
20
歳
以
上
の
学
生
さ
ん
に

「
学
生
納
付
特
例
」
制
度

　

学
生
で
前
年
所
得
が
基
準
以
下

の
場
合
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
審
査
対
象
者
：
学
生
本
人

※
承
認
期
間
：
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

期
間

※
審
査
は
年
度
単
位
（
４
月
～
翌

年
３
月
）
で
行
い
ま
す
。

制
度
④
障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
に
「
法
定
免

除
」
制
度

　

障
害
基
礎
年
金
、障
害
厚
生（
共

済
）
年
金
の
１
級
・
２
級
の
受
給

権
者
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
、
国
立
保
養
所
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
方
は
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

※
法
定
免
除
に
該
当
す
る
方
で
も

保
険
料
の
納
付
を
申
し
出
る
こ
と

で
、
前
納
や
振
替
口
座
を
利
用
し

て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す
。

４つの
制度

■お問合わせ先　名瀬公証人役場「奄美市名瀬幸町 12 番 22 号」☎ 0997 － 52 － 2661 10
月
１
日
～
７
日
は
、

「
公
証
週
間
」
で
す

遺
言
や
各
種
契
約
書
は
公
正
証

書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る

争
い
や
金
銭
、
老
後
の
財
産
管

理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

遺
産
や
養
育
費
の
支
払
い
、

金
銭
消
費
賃
貸
、
土
地
・
建
物

の
賃
貸
借
契
約
、
任
意
後
見
契

約
な
ど
、
遺
言
や
大
切
な
各
種

契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
紛

争
を
未
然
に
防
止
し
、
あ
な
た

の
財
産
や
権
利
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

特
に
、
老
後
を
快
適
に
過
ご

す
た
め
に
、
遺
言
公
正
証
書
や

任
意
後
見
人
契
約
公
正
証
書
の

作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。
当
役

場
で
相
談
（
無
料
）
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122 歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
に
な
る
節
目
の
方
（
昭
和
52
年

生
・
42
年
生
・
32
年
生
・
22
年
生
）

を
対
象
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

■
期
間

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所　

町
内
歯
科
医
院

（
登
山
歯
科
・
ア
歯
科
・
ま
ち
だ

歯
科
・
せ
き
歯
科
）

■
金
額　

無
料

　

成
人
で
は
、
10
人
中
７
～
８
人

が
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
菌
は
血
液
に
の
っ
て
動

脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
健
康
な
身
体
は
健

康
な
お
口
か
ら
。
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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■お問合わせ先　大島税務署　法人課税部門☎ 0997 － 52 － 4321 消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

の
ご
案
内

　

大
島
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
す
る
制

度
で
す
の
で
、
是
非
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時

平
成
29
年
11
月
２
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
45
分

■
開
催
場
所

瀬
戸
内
町
商
工
会　

３
階
会
議
室

（
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
大
湊
６
番
地
１
）

■
備
考

定
員
50
名
程
度

※
会
場
の
座
席
に
は
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
参
加
の
際
は
10
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
上
記
の
窓
口
へ
電
話

に
て
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

※
説
明
会
場
に
は
駐
車
場
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
ご
来
場
の
際
に
は
、
公
共

交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

　

森
林
法
第
10
条
の
７
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
新
し
く
森
林

の
土
地
の
所
有
者
と
な
ら
れ
た
場
合
、
90

日
以
内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

長
へ
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
届
出
書
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

　

届
出
書
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
及
び

前
所
有
者
の
氏
名
、
住
所
、
所
有
権
移
転

の
原
因
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
①

森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
及
び
②

登
記
事
項
証
明
書
や
土
地
売
買
契
約
書
の

写
し
な
ど
の
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分

か
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
届
出
制
度
が
で
き
た
の
で
す
か
？

Ａ
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と

①
行
政
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
助
言
等

が
で
き
な
い

②
事
業
体
が
間
伐
等
を
す
る
場
合
に
所
有

者
に
働
き
か
け
て
森
林
を
集
約
化
し

効
率
を
上
げ
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
の
把

握
を
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
旨
の
届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
に
よ
り
、
森
林
の
土

地
の
所
有
権
の
帰
属
が
確
定
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
届
出
書
を
提
出
す
る
の
で

す
か
？

Ａ
届
出
書
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、
次
の

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

（
任
意
の
図
面
に
大
ま
か
な
位
置
を
記

入
）

②
そ
の
森
林
の
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
で
も
よ
い
）、
又
は
、
土
地
売

買
契
約
書
、
相
続
分
割
協
議
の
目
録
、

土
地
の
権
利
書
の
写
し
な
ど
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

Ｑ
ど
の
よ
う
に
届
出
を
行
う
の
で
す
か
？

Ａ
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

長
に
届
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の
場

合
、
財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
相
続
開
始
の
日
か
ら
90
日

以
内
に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と
し

て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
届
出
書
は
、
農
林
課
農
林
整
備
係
に
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■お問い合わせ先　農林課　農林整備係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１７４

　就業構造基本調査は国民の就業状態を把握して、雇用などの各種政策の立案資料となります。9 月末頃
に調査員が調査対象に選ばれた世帯へ調査票を配布します。回収した調査票は厳重に管理し、統計の作成
に関する目的以外に使用することはありません。調査へのご理解とご協力をお願いします。
■お問い合わせ先　企画課　情報政策係☎ 0997 － 72 － 1112

就業構造基本調査員が調査票を配布します
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　10 月になり、ようやく過ごしやすくなってきました。保育園、幼稚園、各学校ではすでに運動会・
体育祭が開催されところもあるかと思います。子どもたちの頑張りや温かい御声援で、大盛況だったこ
とでしょう。観客は学校等で子どもたちの生き生きとした姿を見て、逆に子どもたちは積み上げてきた
練習の成果を披露する機会を得て、「プラス」の心の交流がたくさん図られたことと思います。子ども
たちは他者から認められることで自信を持ち、「学ぼう！やってみよう！力強く生きよう！」と思うも
のです。瀬戸内町教育委員会として、これら運動会・体育祭への町民の皆様の多大の御協力に心から御
礼申し上げます。
　さて、運動会や体育祭がこれからのところもあるかもしれませんが、ひとまず運動会・体育祭シーズ
ンが終わり、これからは「動」から「静」へと園・学校はシフトしていきます。

体験による学習
　いろいろな著書やテレビ番組で、「未来を変えるのは自分自身」というような言葉をよく聞きます。
子どもたちには「努力をすれば、必ずそれだけの成果がある」ということを繰り返し伝えられ、「夢」
に向かって生きることの大切さを学んでいます。しかし、子どもは「勉強しなさい。しないと後で困る
よ」とか「勉強をしっかりしななければだめですよ。勉強したら、きっと幸せになるよ」と言葉で伝え
るだけでは勉強の大切さを実感できず、「勉強やーめた」なんてことはよくあることです。
　これに対し、学校ではどうしているかといえば、「体験」を通して学ばせようとしています。例えば、
体育の時間のバスケットで「相手チームは足の速い選手がそろっているので、素早いパスで勝負しよう」
とグループで話し合ってゲームに臨むとか、道徳の時間の話し合いで、重い荷物を運ぶのに困っている
お年寄りがいるとき、「勇気を持って荷物を持つように話しかけるか、どうしようか」と悩んでいるとき、

「目の前で困っている人を助けてあげることは当たり前」という友達の意見を参考にすることによって、
「相手の気持ちを考えて、荷物を持ってあげることが大事なことだ」と友達と議論しながらよりよい生
き方について学ぶなど、ただ単に先生の話を聞いているだけでなく、「話し合い」や「討議」という体
験による学習を進めるようにしています。
プログラミング教室
　夏休みの最後の日曜日に瀬戸内町役場企画課が「ロボットプログラミング教室」というイベントを開
催しました。町内の小学３年生から６年生までおよそ 20 名の児童が参加しました。子どもたちは、パ
ソコンを使って自分たちの考えた会話や動きをロボットにさせました。「好きな食べ物は何ですか」な
ど質問しあい、ロボットは「私も好きです。」とか 「私はスイカよりもアイスが好きです。」等と会話を
するというイベントでした。子どもたちは大人の助けも借りながら、グループの子どもたちと話し合っ
てコンピュータにロボットの動きを時間をかけて入力し、入力した通りの動きや会話ができたときは、
大いに歓喜していました。苦労してコンピュータに入力した成果を味わうことができ、まさに体験によっ
て学ぶことの素晴らしさを感じたと思います。
　この「プログラミング教育」の学校での実施はまだこれからですが、「未来を変えるのは子どもたち
自身」であることを認識させていく理念は、今現在、学校で行われている「観察・実験」、「話合いでよ
りよいことを決めて実行する」、「考えたことをやってみて成功や失敗して検証する」等の体験を伴った
主体的な学習と同じことだと言えます。

未来を変える！

動から静へ

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより

10月
瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也
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みんなの絆｜まちの出来事

　

隊
友
会
瀬
戸
内
町
支
部
（
支
部
長　

碩
悟
）
と
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所
、
瀬

戸
内
町
戦
没
者
遺
族
会
（
会
長
向
野

忍
）
の
有
志
11
名
に
よ
り
、
戦
没
者

慰
霊
塔
と
富
山
丸
供
養
塔
周
辺
の
２

箇
所
で
草
刈
り
作
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、「
今
の
平
和
の
尊
さ

と
英
霊
に
感
謝
を
込
め
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
今
後
も
隊
友
会
を
中

心
と
し
て
継
続
し
て
行
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

奄
美
市
名
瀬
中
学
校
相
撲
場
で
開

催
さ
れ
た
、
第
30
回
Ｍ
Ｂ
Ｃ
や
ち
ゃ

坊
相
撲
大
会
団
体
戦
低
学
年
の
部
に

お
い
て
、
瀬
戸
内
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ

Ａ
チ
ー
ム
（
先
鋒　

澤
江
雄
生
、
中

堅　

早
瀬
駿
太
、
大
将　

重
村
鴻
之

介
）
が
優
勝
し
、
大
会
３
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
５
月
の
わ
ん
ぱ
く
相

撲
大
会
と
７
月
の
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
歓
大
会
に
続
い
て
、
３
大
会

連
続
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

戦 没 者 慰 霊 塔 等 の 草 刈 り
作 業 が 行 わ れ ま し た瀬 戸 内 少 年 相 撲 ク ラ ブ Ａ

チ ー ム が 大 会 ３ 連 覇

8 月 11 日（ 金）平 和 を 祈 る８月 11 日（ 金）祝 、３ 連 覇 ！

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
赤
ち
ゃ

ん
と
家
族
が
絵
本
を
通
し
て
、
楽
し

く
あ
た
た
か
い
時
間
を
過
ご
せ
る
こ

と
を
願
い
、
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

渡
す
、
子
育
て
支
援
の
一
環
で
す
。

　

７
ヶ
月
児
健
診
に
訪
れ
た
５
人
の

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
お
母
さ

ん
は
、「
初
め
て
の
子
育
て
で
、
絵

本
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家

で
も
や
っ
て
み
ま
す
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

す こ や か 福 祉 セ ン タ ー で ブ ッ ク
ス タ ー ト が 開 催 さ れ ま し た

7 月 27 日（木）いっぱい読んでね♪

　

夜
の
動
物
に
会
い
に
行
こ
う
を

テ
ー
マ
に
、
第
３
回
こ
ど
も
世
界
自

然
遺
産
講
座
が
開
催
さ
れ
油
井
岳
で

生
き
物
を
探
し
ま
し
た
。

　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
や
キ

ジ
バ
ト
、
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
、
ア
カ

マ
タ
、
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
ト
ゲ
ネ

ズ
ミ
な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物
の
ほ
か

ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
昆
虫
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
生
き
物
た
ち
を

熱
心
に
探
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

こ ど も 世 界 自 然 博 士 号 講
座 が 開 催 さ れ ま し た 　

８月２日（ 水）あ り が と う ご ざ い ま す ！
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Events of the town ｜まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112

　

８
月
26
～
27
日
に
薩
摩
川
内
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
、
第
34
回
プ

ラ
ッ
セ
＆
だ
い
わ
カ
ッ
プ
に
出
場

し
、
第
３
位
の
成
績
を
収
め
た
古
仁

屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
挨
拶
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
大
島
地
区
で
優
勝

を
重
ね
、
６
月
に
行
わ
れ
た
鹿
児
島

大
会
で
も
３
位
入
賞
す
る
な
ど
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
11
月
に
鹿
児
島
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
予
選
で
奄
美
勢
男
子

初
と
な
る
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し

て
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

古
仁
屋
小
学
校
体
育
館
に
て
、
平

成
29
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ

れ
し
た
。

　

出
席
し
た
瀬
戸
内
町
遺
族
会
会
員

や
関
係
者
ら
約
40
名
は
、
民
間
人
も

含
む
１
１
２
１
柱
の
御
霊
の
冥
福
と

不
戦
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

祭
壇
に
献
花
を
行
い
、
黙
と
う
を
さ

さ
げ
、
哀
悼
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

遺
族
会
の
向
野
忍
会
長
は
、「
平

和
で
あ
る
の
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
お
か
げ
で
す
。
平
和
の
尊
さ
と
戦

争
の
悲
惨
さ
を
次
の
世
代
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

古 仁 屋 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー
ル ク ラ ブ が 大 会 報 告 に

瀬 戸 内 町 戦 没 者 追 悼 式
が 開 催 さ れ ま し た

８月 31 日（ 木）お め で と う ！

８月 13 日（ 日）戦 没 者 へ の 祈 り

　

郷
土
館
に
て
埋
蔵
文
化
財
講
座

「
あ
み
か
ご
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
嘉
徳
集
落
で
発
見
さ

れ
た
約
４
０
０
０
年
前
の
土
器
を
観

察
。
網
目
模
様
や
敷
物
の
痕
跡
を
探

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
色
と
り
ど
り
の
紙
バ
ン

ド
を
使
っ
て
、「
あ
み
か
ご
」
を
作

り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
土ど

岐き

直な
お

也や

さ
ん
は
、「
奄

美
の
文
化
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
参
加
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
３
年
生
～
６
年
生
を

対
象
に
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
」
く
ん
を
使
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
に
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
」
く
ん
か

ら
自
己
紹
介
と
『
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
』
の
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
達
は
興

味
津
々
で
し
た
。

　

授
業
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
シ
ス
テ

ム
を
使
い
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
し
た
。
自
分
達
が
作
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
に
、「
Ｎ
Ａ
Ｏ
」

く
ん
が
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
踊
っ
た
り

す
る
姿
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

埋 蔵 文 化 財 講 座 「 あ み か
ご 作 り 」が 行 わ れ ま し た

ロ ボ ッ ト プ ロ グ ラ ミ ン グ
教 室 を 開 催 し ま し た

８月 22 日（ 火）～23 日（ 水）文 化 に 触 れ る

８月 27 日（ 日）ロ ボ ッ ト が や っ て き た ！
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平成２９年度９月号 

 

                                      

 ８月21日（月），４人の先輩が来校し，大学進学を考えてい ９月２日（土），「自然の家がやっ 

る生徒を対象に，合格を勝                 てきた in瀬戸内町」に参加し，幼児 

ち取るまでに，いつ，何を                 ・小学生が自分の名前や好きな言葉 

どのように取り組んだか，                 を書く手伝いをしました。 

丁寧に語りました。                     小筆使いに苦戦しながらも「教え 

生活を受験モードにする                  て！」「私もやりたい！」と瞳を輝か 

覚悟を持つこと，失敗した                 せるちびっ子たちに，部員も自然と 

ことなども，惜しみなく後                 熱が入ったようです。地域に貢献で 

輩たちに伝えました。                   きる喜びを改めて実感しました。        

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                会長の渡 智大です。あいさつや行事で 

                学校を盛り上げるとともに，私たち古高 

                生が地域の小中学生の良きリーダーとな 

                れるよう意識して，活動していきます。 

 

 

 

●第18回高校生国際美術展 書の部 

 奨励賞 重山葵（3年） 

●全商ビジネス文書実務検定 

 1級合格 春田将平 福田侑歩 静岡碧海 

      園田彩香 宮山媛花（3年） 

 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/koniya/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

 

  

 

９月９日（土），本校グラウンドにて行いました。優勝は競技の部，応援の部ともに３年生でした。体育の授業や学年で

競技の練習を重ね，応援団は夏休みや放課後を使って準備してきました。生徒たちの精一杯の取組と，多数の保護者や地

域の方々の御来場で，活気あふれる体育祭となりました。御来場くださった皆様，誠にありがとうございました。 

 

ボランティア～書道部 

 

 

先輩熱く語る～大学等受験体験談 

 

第６９回体育祭 

 

10月28日（土） 

第63回文化祭 

今後のお知らせ 

 

新生徒会始動 !! 

ぜひお越しください！ 

お待ちしています。 

夏休み中の大会結果 

 
●第62回鹿児島県 

 吹奏楽コンクール 高等学校野球大会 

●秋季大島地区    

 (高校Ｂ部門) 

 「銀賞」受賞  1回戦敗退 

今月の表彰 
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水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

　

戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

栄　
　

歩ほ
の

花か　
　

陽
樹　
　
　

嘉
鉄

　

中
田　

愛い

都と　
　

真
作　
　
　

古
仁
屋

　

熊
谷　

南な

那な　
　

幸
敦　
　
　

福
岡
市

　
　
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

岩
川　

翔　
　
　

鹿
児
島
市

　

清
水　

小
百
合　

鹿
屋
市

広
報
紙
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：10月19日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）
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て
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。（
敬
称
略
）
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ま ち の 話 題

夏の風物詩、みなと祭りが開催されました

8 月 19 日から 20 日にかけて、第 37 回みなと祭りが開催されました。今回のパレードでは、瀬戸内音頭に加えて、
加計呂麻音頭を用いた踊りを披露するなど、新たな取り組みも始まりました。また、舟こぎ競争や八月踊りでは
同級生や集落などの仲間と絆を深めていました。
　みなと祭りの協賛金に集落や団体、個人から 465 件の寄付がありました。皆様のご支援により、今年もみな
と祭りを開催することができました。ありがとうございました！


